
文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。 

　
１
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
３
月
１３
日
（
火
） 

　
　
４
月
１７
日
（
火
） 

　
　
５
月
１５
日
（
火
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
５
月
中
の
利
用

は
３
月
１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り

ま
す
。
） 

★
月
の
初
日
の
受
付
時
間 

・
電
話
予
約
は
、
午
前
８
時
３０
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。（
初
日
以

外
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
） 

・
来
館
で
の
予
約
は
、
午
前
８
時

２０
分
か
ら
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
風
呂
利

用
者
ま
た
は
昼
食
を
申
し
込
む
方

は
休
憩
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
石
け
ん
、
タ
オ

ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 
  

駅
前
駐
車
場
使
用
申
込
受
付
中 

　
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
前
駐
車
場
の
使
用

申
込
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
使
用
を
希
望
す
る
方
は
、

印
鑑
・
自
動
車
検
査
証
の
写
し
を

持
参
の
う
え
、
２
月
１７
日
（
金
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

契
約
期
間
　
平
成
２４
年
４
月
１
日

〜
平
成
２５
年
３
月
３１
日
（
１
年

間
） 

使
用
料
金
　
１
区
画
６
１
８
０
０

円
（
１
か
月
当
た
り
５
１
５
０

円
） 

※
北
側
５
区
画
は
１
区
画
５
４
０

０
０
円
（
１
か
月
当
た
り
４
５

０
０
円
） 

申
込
先
　
企
画
財
政
課 

そ
の
他
　
希
望
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。 

（
企
画
財
政
課
） 

  

小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
の
非
常

勤
講
師（
初
任
教
員
研
修
）募
集 

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
の

市
町
組
合
立
小
・
中
・
特
別
支
援

学
校
（
神
戸
市
を
除
く
）
の
非
常

勤
講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

勤
務
内
容
　
初
任
者
研
修
に
係
る

授
業
の
補
充 

報
酬
　
時
給
２
７
８
０
円 

交
通
費
　
実
費
（
限
度
額
内
） 

資
格
　
教
育
職
員
免
許
法
に
定
め

る
小
・
中
・
高
等
学
校
教
諭
普

通
免
許
状
の
所
持
者
ま
た
は
平

成
２４
年
４
月
１
日
ま
で
に
取
得

で
き
る
者 

願
書
期
間
　
３
月
１６
日
（
金
）
ま

で
に
必
着
（
※
土
・
日
曜
日
及

び
休
日
を
除
く
） 

問
い
合
わ
せ
先 

○
町
教
育
委
員
会（
内
線
２
５
１
） 

○
播
磨
西
教
育
事
務
所 

　
　
０
７
９
・
２
８
１
・
３
０
０
１ 

   

自
衛
官
募
集 

募
集
種
目 

Ａ
幹
部
候
補
生（
一
般
・
技
術
） 

Ｂ
幹
部
候
補
生（
歯
科
・
薬
剤
科
） 

Ｃ
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
） 

応
募
資
格 

Ａ
２０
歳
以
上
２６
歳
未
満
の
者 

※
２２
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
見

込
含
） 

Ｂ
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
２０
歳

以
上
３０
歳
未
満
の
者
（
薬
剤
は

２０
歳
以
上
２８
歳
未
満
の
者
） 

Ｃ
【
一
般
】
１８
歳
以
上
３４
歳
未
満

の
者 

　
【
技
能
】
１８
歳
以
上
で
国
家
免

許
資
格
等
を
有
す
る

者
（
資
格
に
よ
り
５３

歳
未
満
〜
５５
歳
未
満

の
者
） 

受
付
期
間 

Ａ
・
Ｂ
４
月
２７
日（
金
）ま
で 

Ｃ
４
月
４
日（
水
）ま
で 

試
験
日 

【
１
次
試
験
】 

Ａ
５
月
１２
日（
土
）・
１３
日（
日
） 

　
※
１３
日
は
飛
行
要
員
の
み 

Ｂ
５
月
１２
日（
土
） 

Ｃ
【
第
１
回
】
４
月
１３
日
（
金
）
〜

１６
日
（
月
）
の
う
ち
指
定
す
る

１
日 

【
２
次
試
験
】 

Ａ
６
月
１２
日
（
火
）
〜
１５
日
（
金
）

の
う
ち
指
定
す
る
日 

Ｂ
６
月
１２
日
（
火
）
〜
１４
日
（
木
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日 

【
３
次
試
験
】 

Ａ
海
・
空
飛
行
要
員
の
み 

問
い
合
わ
せ
先 

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部 

姫
路
地
域
事
務
所 

　
０
７
９
・
２
８
２
・
０
５
３
５ 

  

県
立
網
干
高
等
学
校
（
通
信
制

課
程
）
生
徒
募
集 

年
間
登
校
日
　
約
２０
日 

　
本
校
か
協
力
校
の
い
ず
れ
か
で

学
べ
ま
す
。 

・
本
校
：
県
立
網
干
高
等
学
校 

・
協
力
校
：
県
立
西
脇
北
高
等
学

校
、
県
立
川
西
高
等
学
校
、
県

立
豊
岡
高
等
学
校 

諸
経
費
　
年
間
約
５
０
０
０
円 

教
科
書
代
　
初
年
度
は
約
１
４
０

０
０
円 

資
格
　
平
成
２４
年
３
月
に
中
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
並
び

に
学
校
教
育
法
第
５７
条
及
び
同

施
行
規
則
第
９５
条
に
規
定
す
る

者
。
兵
庫
県
内
に
居
住
し
て
い

る
か
勤
務
し
て
い
る
人
。（
予

定
者
も
含
む
） 

選
抜
方
法
　
面
接
の
み
（
学
力
検

査
な
し
） 

入
学
考
査
料
　
９
５
０
円 

出
願
期
間
　
２
月
２０
日
（
月
）
〜

２７
日（
月
） 

面
接
日
　
３
月
４
日
（
日
）
ま
た

は
３
月
５
日（
月
） 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
立
網
干
高
等
学
校
通
信

制
課
程 

　
０
７
９
・
２
７
４
・
２
０
１
４ 

 

　
「
福
崎
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）へ
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
１２
月
分
） 

寄
附
者
　
山
本
　
透
様（
西
宮
市
） 

　
　
　
　
１５
万
円 

公
益
財
団
法
人
　
東
丸
記

念
財
団
様（
た
つ
の
市
） 

　
　
　
　
１０
万
円 

ふ
る
さ
と
納
税
　
　 

　
　
　
寄
附
の
お
礼 

１５ 

お知らせ 

information



１６ 

西
播
磨
高
齢
者
文
化
大
学
受

講
生
募
集 

　
西
播
磨
高
齢
者
文
化
大
学
は
、

中
・
西
播
磨
地
域
の
兵
庫
県
４
年

制
高
齢
者
大
学
と
し
て
幅
広
い
学

習
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
２４
年
度
の
受
講
希
望
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。 

対
象
　
中
・
西
播
磨
地
域
在
住
で

概
ね
６０
歳
以
上
の
人
（
平
成
２４

年
４
月
１
日
現
在
） 

開
講
場
所
　
西
播
磨
文
化
会
館 

受
講
期
間
　
平
成
２４
年
５
月
１１
日

か
ら
４
年
間（
年
間
２５
回
予
定
） 

講
座
内
容
　
教
養
講
座
及
び
専
門

講
座（
環
境
創
造
・
健
康
福
祉
・

地
域
文
化
）（
予
定
） 

募
集
定
員
　
７５
人
程
度
（
予
定
） 

受
講
料
　
１
２
５
０
０
円（
年
） 

　
（
平
成
２３
年
度
実
績
） 

※
学
外
研
修
・
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

の
経
費
に
つ
い
て
は
自
己
負
担 

受
付
期
間
　
３
月
３１
日（
土
）ま
で 

受
講
決
定
・
通
知
　
１
月
末
、
２

月
末
、
３
月
末
を
も
っ
て
順
次

審
査
を
行
い
、
翌
月
上
旬
に
は

が
き
で
結
果
を
通
知
し
ま
す
。 

応
募
方
法
　
中
・
西
播
磨
各
市
町

の
教
育
委
員
会
な
ど
に
あ
る
所

定
の
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
西

播
磨
文
化
会
館
ま
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
（
持
参
に
よ
る
直

接
申
込
可
） 

問
い
合
わ
せ
先 

県
立
西
播
磨
文
化
会
館 

〒
６
７
９
・
４
３
１
１ 

た
つ
の
市
新
宮
町
宮
内
４
５
８
・
７ 

　
０
７
９
１
・
７５
・
３
６
６
３ 

※
西
播
磨
高
齢
者
文
化
大
学
大
学

院
に
つ
い
て
も
平
成
２４
年
度
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

  「
成
人
特
例
入
試
」
で
あ
な
た
も

高
校
生 

出
願
資
格
　
２０
歳
以
上 

　（
平
成
２３
年
４
月
１
日
現
在
） 

出
願
手
続
書
類
　
入
学
願
書
・
受

検
票
・
受
検
届
・
面
接
調
査
票 

願
書
受
付 

　
２
月
２１
日（
火
）〜
２３
日（
木
） 

受
付
時
間
　
１４
時
〜
１９
時 

受
付
場
所 

　
姫
路
北
高
等
学
校
事
務
室 

入
試
日
時
　
３
月
１２
日（
月
） 

　
　
　
　
　
８
時
２０
分
集
合 

入
試
科
目
　
作
文
と
面
接 

問
い
合
わ
せ
先 

　
兵
庫
県
立
姫
路
北
高
等
学
校 

　
　
０
７
９
・
２
８
１
・
０
１
１
８ 

  

学
び
続
け
る
人
は
輝
い
て
い
る
！ 

「
高
齢
者
放
送
大
学
」
学
生
募
集 

　
兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学
で
は
、

ラ
ジ
オ
講
座
を
通
し
て
、
高
齢
期

の
生
き
方
や
健
康
問
題
、
一
般
教

養
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
た
び
、
平
成
２４
年
度
の
学
生

募
集
を
行
い
ま
す
。 

対
象
　
６０
歳
以
上
で
県
内
在
住
の
人 

募
集
期
間
　
２
月
１０
日
（
金
）
〜

４
月
１０
日（
火
） 

受
講
料
　
年
間
６
０
０
０
円 

　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

放
送
　
ラ
ジ
オ
関
西（
毎
週
土
曜
・

午
前
６
時
３０
分
〜
７
時
） 

学
習
期
間
　
１
年
間 

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学 

加
古
川
市
平
岡
町
新
在
家
９
０
２
の
３ 

　
０
７
９
・
４
２
４
・
３
３
４
３ 

（
財
）
兵
庫
県
生
き
が
い
創
造
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
資
料
・
願

書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。 

http://w
w
w
.h-ikigai.com

/ikigai/ 

南
の
島
で
国
際
交
流
／
野
外

活
動
体
験 

「
ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン

島
」
参
加
者
募
集
！ 

　
一
生
の
思
い
出
に
残
る
楽
し
い

体
験
を
し
て
、
た
く
さ
ん
の
お
友

だ
ち
を
作
り
に
暖
か
な
南
の
島 

『
ヨ
ロ
ン
島
』に
行
き
ま
せ
ん
か
？

全
国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
の
共

同
生
活
や
野
外
活
動
を
と
お
し
て
、

お
互
い
に
協
力
し
助
け
合
い
、
積

極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を
養

い
ま
す
。 

対
象
　
小
学
２
年
生
〜
６
年
生 

期
間
　
３
月
２７
日
（
火
）
〜
４
月

２
日（
月
）の
６
泊
７
日 

場
所
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町 

説
明
会
（
無
料
／
自
由
参
加
） 

２
月
１２
日
（
日
）
１５
時
３０
分
〜

１６
時
３０
分 

兵
庫
県
民
会
館
（
神
戸
市
中
央

区
下
山
手
通
４
・
１６
・
３
） 

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先 

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会 

（
東
京
都
港
区
三
田
５
・
７
・
８
・

９
２
１
） 

　
０
３
・
６
４
５
９
・
４
６
６
１ 

http://w
w
w
.kskk.or.jp 

  

精
神
疾
患
者
「
家
族
教
室
」
の

お
知
ら
せ 

　
統
合
失
調
症
や
う
つ
病
な
ど
に

苦
し
む
人
の
家
族
を
対
象
と
し
た

「
家
族
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
精
神
保
健
福
祉
士
及
び
家
族
会

員
ら
が
「
こ
こ
ろ
の
病
を
理
解
し

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
治
療
や
介

護
方
法
な
ど
の
説
明
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
ま
す
。
精
神
疾
患
に
関
係

の
な
い
方
で
も
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。 

日
時
　
３
月
８
日（
木
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１６
時 

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル 

問
い
合
わ
せ
先 

○（
社
）兵
家
連 

　
０
７
８
・
８
９
１
・
３
８
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
８
９
１
・
３
８

７
２ 

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
中
播
磨
峰
の
会 

　
２２
・
７
５
３
７ 

  「
養
子
を
育
て
た
い
人
の
た
め

の
講
座
」
開
催 

　
養
子
を
望
ん
で
い
る
人
、
養
子

縁
組
に
関
心
を
持
つ
人
、
こ
れ
か

ら
考
え
て
い
き
た
い
、
ま
だ
わ
か

ら
な
い
が
知
っ
て
お
き
た
い
と
い

う
人
を
対
象
に
、
手
続
き
や
制
度

の
説
明
を
行
い
ま
す
。 

日
時
　
２
月
１１
日（
土
）・
１８
日（
土
）

２
日
間
の
連
続
講
座 

　
両
日
と
も
１３
時
３０
分
〜
１６
時 

場
所
　
姫
路
市
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
４
階 

申
し
込
み
先 

社
団
法
人
家
庭
養
護
促
進
協
会 

　
０
７
８
・
３
４
１
・
５
０
４
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
３
４
１
・
１
０

９
６ 

お
お
む 

・火の取り扱いには十分注意してください。 
・住宅用火災警報器は設置しましたか？ 
・「１１９番通報」の正しい利用をお願いします。 
※火災予防の相談は、中播消防署（　２３－０１１９）または
姫路市消防局予防課（　０７９－２２３－９５３２）へ。 

春季全国火災予防運動 
3月1日（木）～7日（水） 

『消したはず　決めつけないで　もう一度』をスローガンに、 
春季全国火災予防運動が実施されます。　　　　　　　 



寒
さ
を
吹
き
飛
ば
せ
！ 

「
第
２５
回
神
崎
郡
駅
伝
大
会
」 

参
加
者
募
集
!! 

主
催
　
神
崎
郡
体
育
協
会 

日
時
　
３
月
３
日（
土
） 

　
　
　
※
雨
天
決
行 

コ
ー
ス
　
神
河
町
役
場
周
辺
周
回

コ
ー
ス 

参
加
資
格
　
神
崎
郡
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
方 

※
小
・
中
学
生
は
、
誓
約
書
に
よ

り
保
護
者
が
参
加
を
認
め
た
方
に

限
り
ま
す
。 

種
目
　
小
学
生
の
部
１.４
㎞ 

　
　
　（
男
子
・
女
子
・
混
成
共
通
） 

　
　
　
中
学
生
の
部
１.８
㎞ 

　
　
　（
男
子
・
女
子
共
通
） 

　
　
　
一
般
の
部
１.８
㎞ 

　
　
　（
男
子
・
女
子
共
通
） 

※
一
般
男
子
の
部
は
高
校
生
以
上
、

一
般
女
子
の
部
は
中
学
生
以
上

で
チ
ー
ム
を
構
成
。 

※
各
部
と
も
６
区
間
と
し
ま
す
。 

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
２

月
１５
日
（
水
）
ま
で
に
参
加
料

を
添
え
て
第
１
体
育
館
へ
。（
月

曜
日
休
館
） 

そ
の
他
　
補
欠
の
登
録
は
認
め
ま

せ
ん
が
、
当
日
の
選
手
変
更
は
認

め
ま
す
。（
誓
約
書
を
提
出
し
た

方
に
限
る
。
） 

            
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

　
１２
月
１１
日
、
第
１
体
育
館
で
第

１１
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ 

（
男
女
混
成
６
人
制
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
参
加
は
７
チ
ー
ム
で
、
中
学
生

の
親
子
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
も

あ
り
、
親
子
や
多
世
代
の
親
睦
が

図
ら
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

優
勝
　
杉
の
子
チ
ー
ム 

月
食
の
運
良
く
観
れ
し
冬
の
夜 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
一
病
と
付
き
合
い
な
が
ら
年
歩
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

盆
手
前
忙
中
閑
あ
り
年
送
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

病
む
る
者
逝
く
人
も
あ
り
年
歩
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

行
く
年
や
老
母
に
変
わ
ら
ぬ
日
の

続
く
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

薬
草
茶
土
瓶
で
煎
じ
つ
年
送
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

米
寿
祝
い
有
馬
へ
湯
治
小
春
の
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

実
千
両
庭
石
に
添
い
華
や
げ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

ふ
か
ふ
か
と
孫
の
喜
ぶ
干
布
団 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

里
神
楽
見
た
し
怖
し
の
幼
児
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

日
向
石
に
じ
っ
と
動
か
ぬ
冬
の
蝶 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

枯
草
野
茜
に
染
め
し
夕
落
暉 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

大
鳥
居
老
い
ら
集
ま
り
注
連
飾
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
難
波
は
る
み 

 

時
刻
忘
れ
温
泉
気
分
の
冬
至
風
呂 

　
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
芙
美 

 

薫
る
湯
気
ゆ
っ
く
り
浸
る
柚
子
湯 

か
な
　
　
　
　
　
　
水
田
　
京
子 

 

ね
ぐ
ら
の
木
じ
っ
と
動
か
ぬ
寒
鴉 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
澤
久
美
子 

 

云
い
訳
に
少
し
の
値
引
き
歳
の
市 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

森
進
一
絶
唱
な
せ
る
「
人
生
の
並
木
道
」
そ
の
顔
に

老
い
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

夜
の
し
じ
ま
や
ぶ
り
て
落
ち
く
る
山
栗
の
今
は
音
な

し
神
無
月
尽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 

 

峪
ふ
か
く
五
彩
き
わ
ま
る
紅
葉
の
さ
ゆ
ら
ぎ
に
つ
つ

天
に
溶
け
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 
 

紅
葉
の
終
焉
近
き
洛
北
に
歩
調
を
合
せ
杖
つ
き
歩
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

昨
日
見
し
オ
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
の
片
翅
か
千
切
れ
て
庭

に
吹
か
れ
い
る
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

光
圀
の
手
植
え
の
公
孫
樹
は
葉
を
お
と
し
神
社
の
隅

に
丈
高
か
ら
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

満
月
は
誰
待
つ
な
ら
む
輝
け
り
雲
よ
り
ほ
か
に
訪
う

も
の
も
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

 

つ
き
月
の
書
き
込
み
詰
る
カ
レ
ン
ダ
ー
残
る
一
枚
に

平
安
祈
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

も
う
こ
れ
で
着
る
こ
と
な
け
む
と
夏
物
を
去
年
と
同

じ
想
い
に
し
ま
う
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

ま
れ
に
生
き
生
存
の
我
を
看
取
り
つ
つ
共
に
寝
起
き

の
娘
と
の
仕
合
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
大
田
垣
婦
美 

 

石
段
の
高
き
に
人
の
差
し
出
す
手
こ
ば
み
し
我
の
お

ろ
か
さ
を
知
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

刈
り
終
え
て
静
も
る
野
辺
に
秋
の
雨
轍
の
あ
と
を
濡

ら
し
て
暮
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

そ
ら 

は
　
は 

し
　
め 

と
　
き 

と 

こ 

き
だ 

俳

句

会 

短

歌

会 

優勝した「杉の子チーム」のみなさん 

１７ 

ス
ポ
ー
ツ 



No.286

～簡単そうで　おろそかになりがちです～ 
　インフルエンザ　ノロウイルスなど　感染症予防のために 
　　手洗いやうがいをしっかり行いましょう 

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

　福崎町の行う健診は、異常を早期発見し、早期治療に結びつけること、また健康
レベルを年に１回確認し、健康づくりの指標とすることを目的に行っています。 
　職場等での健康診査を受ける機会のない方は、必ず申し込みをしてください。 
　案内は３月上旬頃に各戸配布します。 
　健診内容は、２時間人間ドックと変わりません。 
【内容】 
　　診察・身体計測（身長・体重・腹囲・ＢＭＩ） 
　　血圧・検尿（尿潜血・尿糖・尿たん白） 
　　血液検査（肝機能・貧血・腎機能・糖尿・脂質・尿酸） 
　　肺検診・胃検診・大腸検診・歯科検診 
　　前立腺検診・子宮検診・乳房検診・肝炎ウイルス検査・骨粗しょう症検診 
　　（その他）ピロリ菌・ペプシノゲン検査・心電図検査・眼底検査 
　　　※対象年齢を限定する項目があります。（下線） 
【健診にかかる費用】 
　　（男性）その他以外全部受診した場合　約２０,０００円（自己負担５,７００円） 
　　（女性）その他以外全部受診した場合　約２５,４００円（自己負担６,７００円） 
　　　※その他項目を全部受診する場合の自己負担は３,９００円です。 
　　　※節目年齢の方は、自己負担が無料となる項目があります。 

　子どもの野菜嫌いも解消、高齢
者にもやさしいほっこり温まるス
ープを紹介します。 
　カブやブロッコリー、カリフラ
ワーなど、旬の野菜をたっぷり使
ってください。 
　じゃが芋をたっぷり入れることで、
あっさりだけど濃厚に仕上がります。 
　良質なたんぱく質と脂肪を含み、
消化吸収がよく、胃にもやさしい
豆乳の入ったスープ 
を飲んで、免疫力を 
アップさせ、元気で 
がんばりましょう。 

＜材料＞（４人前） 
・じゃが芋　４個　　　　・・オリーブオイル　　　大さじ１ 
・大根　　　２㎝　　　　・・コンソメスープの素　２個 
・人参　　　１／４本　　・・水　　　　　　　　　４００ｃｃ 
・玉ねぎ　　１／２個　　・・豆乳（成分無調整）　４００ｃｃ 
・ベーコン　２枚　　　　・・塩・こしょう　　　　少々 

＜作り方＞ 
１．じゃが芋は皮をむき１㎝角に切る。 
２．大根・人参は皮をむき１㎝角に切る。 
３．玉ねぎは皮をむき粗みじんにし、ベーコンは細切りにする。 
４．鍋にオリーブ油を入れてベーコン・玉ねぎを炒め、じゃが芋・

大根・人参を加え、炒め合わせる。 
５．スープの素・水を加え、煮立ったら弱火にして、やわらかく
なるまで煮る。 

６．煮立ったら豆乳を加え、煮立つ直前で火を止めて塩・こしょ
うで味を調える。 

１８ 



保健センターだより 

１９ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

歯 科 相 談  
 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 

妊 婦  

一般希望者 

乳幼児希望者 

乳児希望者 

幼児希望者 

H２３.２月生まれの児 

H２３.１１月生まれの児 

Ｈ２３.１０月生まれの児 

Ｈ２３.４月生まれの児 

H２０.１２・H２１.１月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１４時１５分～１４時３０分 

１３時３０分～１４時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

２/１３（月） 

月～金 

２/２８（火） 
 

２/１３（月） 
 

２/１３（月） 

２/２２（水） 

２/２１（火） 

２/２２（水） 

２/１５（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター2月定例行事予定 

＊三種混合（ＤＰＴ）、二種混合（ＤＴ）、麻しん風しん混合（ＭＲ）、
日本脳炎の予防接種は、指定医療機関で行っています。予約の
上、体調の良いときに、接種を受けましょう。 
＊三種混合（ＤＰＴ）、日本脳炎を受ける際は、接種間隔に気を
つけましょう。 
＊中学１年生・高校３年生対象の麻しん風しん混合（ＭＲ）の接
種期限は３月３１日です。まだ接種を受けていない方は、早め
に受けてください。 

時　　　間 

１１：００～１２：３０ 

１４：３０～１６：００ 

場　　　　所 

福伸電機㈱本社工場 

福崎町役場 

献血日程　3月30日（金） 

献血に 
　ご協力 
　　ください。 

子宮頸がんワクチンの接種期間が延長されました 
　現在、高校１年生については３月末までに最低１回は接種を受けておく必要があります。 

　まだ接種を受けていない方で、希望する方は、至急、保健センターで手続きをしてください。 

第117号 

　１１月２６日（土）にケアステーションかんざき地域公
開講座を開催しました。 
　今回は、不登校児支援に成果をあげている「兵庫県
立但馬やまびこの郷」で１年間研修を受けられた、市
川町立瀬加小学校の草壁先生に『不登校の現状とその
支援～発達障害のある子どもたちへの支援を中心に～』
というテーマで講演をしていただきました。 
　文部科学省の調べでは、平成２２年度兵庫県の不登校
児の人数は４９０１人、そのうち中学生が約８５％を占め
るそうです。 
　不登校にもさまざまな種類があり、原因も多岐にわ
たります。 
　中学生に増える理由として、部活などで人間関係が
複雑になり、対人関係のトラブルが増えていくことが
一因だと考えられています。 
　また、同調査によると、不登校児の半数は、発達障
害のある子どもであるということが明らかになってい
ます。 
　そこには、発達障害のある子どもの困難さ（友人関

係がうまくいかない、コミュニケーションの難しさ、
学習のつまづきや遅れ）が影響しています。 
　「やまびこの郷」で、再び登校できるようになったケ
ースにおいても、長い道のりが必要となっています。 
　そのプロセスには、家族の悩みや心配ごとをていね
いに聞くことや、学校とのつながりを確保するなどの
支援が必要です。 
　子どもには、カウンセリングを行ったり、再登校へ
の準備として、生活のリズムを整えていく支援が必要
です。 
　再登校には段階に応じた支援が、その都度必要にな
ります。 
　不登校の子どもの多くは、自分に自信が持てず不安
を抱えています。この子たちに大人ができること、そ
れは、子ども自身が気付いていないたくさんの可能性
を見つけ、認めていくことです。そうすることで、子
どもたちは安心して自分の居場所を見つけていけるの
ではないでしょうか。 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
子 育 て学習センター  
子 育 て支援センター  
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  
社 会 福 祉 協 議 会  

第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
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町民のうごき 

平成２３年１２月末現在 

７，１９２世帯 
９，３６１人　 
５３人　 
１２人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６５９人 
１０，２９８人 
４８人 
１８人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２０ 

 　
１
月
９
日
、
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
で
成
人
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、
夢
と

目
標
に
向
か
っ
て
二
十
歳
の
門
出
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ
） 

　
記
念
写
真
は
、
上
段
が
福
崎
西
中
学
校
区
、

下
段
が
福
崎
東
中
学
校
区
の
み
な
さ
ん
で
す
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
「
福
崎
み
ん
な
の
手
」
は
、
昼
の
部
・
夜
の
部
あ
わ
せ
て
１５
人
で

活
動
し
て
い
る
手
話
サ
ー
ク
ル
で
す
。
週
１
回
の
勉
強
会
の
ほ
か
、

学
校
で
の
手
話
体
験
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
の
手
話
通
訳
等
を

年
間
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
私
た
ち
は
、
昼
の
部
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
勉
強
会
と
い
う
よ
り
も
「
手
話
を
使
っ
た
お
話
会
」
の
よ
う
な

交
流
の
場
で
、
手
話
を
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
私
た
ち
も
自
然
に
手

話
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
同
士
が
旅
の
思
い
出
や
近

況
な
ど
を
手
話
と
口
話
で
語
り
合
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
で
手
話
を
学
ん
で
い
ま
す
。
手
話
を
覚
え
る
の
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
が
、
耳
の
不
自
由
な
方
々
が
「
あ
い
さ
つ
で
き
る
だ
け
で
も

嬉
し
い
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
「
少
し
の
手

話
で
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
」
こ
と
が
、
会
員
の

方
々
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
町
内
で
手
話
を
学
ぶ
人
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い

と
の
こ
と
で
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
気
軽

に
参
加
し
て
手
話
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 （

福
田
好
美
・
森
友
和
・
吉
田
卓
） 


